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2007年3月期レビュー

売上高は前期比32.0%増の6,426億円となりました。
当期はパソコンや携帯電話などデジタル機器向けのメモリ需要の拡大などによって、

メーカーからの引き合いが活発となりました。新OS「Windows Vista™」登場に伴うパ

ソコン向け需要増加期待およびモバイル機器の高性能化などに向けた半導体需要の拡大

期待などを背景に、DRAMやNANDフラッシュメモリを中心に半導体メーカーは設備投

資を増強しました。このような環境を受け、新製品の投入を相次いで行った結果、主要製

品を中心に売上が拡大しました。

製品群では、アジアを中心とした半導体メモリメーカーによる力強い設備投資意欲を

背景に、コータ/デベロッパ、エッチング装置、熱処理成膜装置、CVD装置、洗浄装置の売

上が大きく増加しました。製品モデル別では、次世代の微細化技術に対応するコータ/デ

ベロッパCLEAN TRACK® LITHIUS®、熱処理成膜装置の新機種TELINDY®、オートウ

エットステーションEXPEDIUS®、エッチングチャンバーSCCM®-JIを搭載したTelius®

などの販売が拡大しました。

注記：1. 2005年3月期より、従来、半導体製造装置
部門売上高に含めていたFPD製造装置の
売上を、半導体製造装置部門売上高から
分離して開示しています。本グラフ上の
2004年3月期以前の半導体製造装置売上
高は、読者の利便性を考慮し、単独ベース
でのFPD製造装置売上を差し引いた数字
で示しています。（数字：監査対象外）

2. 2005年3月期に収益計上基準の変更を始
めとする会計方針の変更を行いました。
詳しくは連結財務ハイライトの注記をご
参照ください。
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注記：1. 2005年3月期より、従来、半導体製造装置部門売上高
に含めていたFPD製造装置の売上を、半導体製造装置
部門売上高から分離して開示しています。本グラフ上
の2004年3月期以前のFPD製造装置売上は単独ベー
ス、2005年3月期より連結ベースで示しています。

2. 2005年3月期に収益計上基準の変更を始めとする会
計方針の変更を行いました。詳しくは連結財務ハイラ
イトの注記をご参照ください。

2007年3月期レビュー

売上高は前期比1.6%増の883億円となりました。
当部門の主要製品である半導体製品は、設備投資の増加を背景にして医療機器向け

カスタムICや携帯電話基地局向けメモリICが堅調でした。また、多機能プリンタ向け専

用ICの販売が増加しました。ソフトウェアではPOS端末向けOSの販売が、また一般電

子部品ではスイッチング電源、液晶ディスプレイ、パネルPCなどの産業機器向けが堅

調でした。

2007年3月期レビュー

売上高は前期比9.6%増の192億円となりました。
企業の内部統制や個人のセキュリティに対する意識が向上する中、設備投資意欲も旺

盛であったことからネットワーク機器およびストレージ機器の販売が好調に推移しま

した。またIT関連ソフトウェアの販売や保守サービスも伸長しました。

なお、当ビジネスは2006年10月より東京エレクトロンデバイス（株）に移管されて

います。

2007年3月期レビュー

売上高は前期比24.1%増の1,008億円となりました。
デジタル放送、ハイビジョン放送への移行に伴い、液晶テレビが一般家庭に急速に普

及しており、液晶パネルメーカーは、最先端ディスプレイパネルの開発と供給能力強化

のための設備投資を拡大しました。

このような環境のもと、当部門では第8世代大型ガラス基板対応の新型装置として、

FPDプラズマエッチング/アッシング装置「Impressio®」に続き、FPDコータ/デベロッパ

「Exceliner®」を市場投入するなど、市場動向・市場ニーズに合致した製品開発および販売

活動に取り組みました。これらの結果、主に国内売上の伸長が貢献し過去最高の売上と

なりました。
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